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侃要第 25号)

交流活動の意義を考える
一留学生と小学生との交流活動の報告ー

要旨

日木語ヂ! 専任融市 白岩麻棄

(2011.9.1受)

本稿は、本校日本語科で2007年度から 2010年度まで行ってきた、留学生と小学生

との交~ifri:活動についての実践報告である。受流風景の観察や参加者のアンケートかち、

材活動は留学生にとって日本人と日本語を話す場を得るだけでなく、様々な意義があ

ることがわかった。
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1 .はじめに

本校では2007年度から 4年にわたって計5回ほど、杉並区立堀之内小学校を

訪問し、小学生との交流の時間を持ってきた。この交流会を始めたきっかけは、

2007年度に本校の日本語科において通常のレベル別の授業とは別に、いくつか

のテーマの中から学習者自身が興味のあるものを選択し、参加する「選択授業性IJ
を始めることになり、そのテーマのっとして、外部の日本人と交流する授業活

動が設けられたことである。その授お舌動では、外部の日本人学生や社会人を本

校に招きおしゃべりするという活動など、いくつかの交流プログラムを当時の担

当教師が計画しており、同時に交流相手を募集していた。そこで、筆者の子供が

通う小学校に依頼したところ快く受け入れら才し小学校を訪問し、 3年生と交流

を持つことが実現することになった。そして、その後も 3年生または4年生との

交流会が毎年行われている。本校ではこの活動を始める以前も、日本人学生を呼

んで、授業に参加してもらL、意見交換をしたり、放課後日本人学生とおしゃべり

する時間を設けたり、系列校である高校を訪問して、高校生と交流するなどの活

動をしてきたが、筆者自身がつの団体との交流活動を航続して担当したことは

なかった。そこでこれまで行った、小学生との交流会の実践報告をすると共に、

異文化間交流、多文化共生の重要性が叫ばれる今、日本語を学ぶ留学生にとって

このような活動がどのような意昧を持つのか、今までの活動を帳り返り、改めて

意義を考えたい。

2鷹交流活動の記録

ここでは、 2007年度から 2010年度まで4年間5回にわたって行った小学校

訪問の概要をまとめ、 2010年度に行った交流活動については、次の項でその詳

細を報告する。
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① 2007年度

実施日:2008年2月21日

選択授業の科目のーっとして、日本人との交流を目的とした授業活動を行い、

その中の交流活動の環として苅包

参加留学生:台湾、韓国、中園、インドネシア、フィリピン、ペル一、インド、

ウガンダ、ベナン、カナダ、ブラジル、モンゴル、計12か国、

選択授業として日本人との支流を選んだ学習者33名

留学生の日本語レベル:初級終了程度から f'.I%及

本校担当教師:選択授業詰問教師3名

参加児童:杉並区立堀之内小学校3年1組・ 2組計75名

内容:小学生による歓迎の言葉や歌。小グループに分かオ1、小学生自作紙芝居に

よる昔話の発表とおしゃべり

②2008年度1回目

実施日:2008年12月16日

小学校側の要望により、昨年度実流会に参加した4年生になった児童と、筆者

が担当していた上級クラスの学習者との交流

参加留学生:アメリカ、インド、インドネシア、カナダ、シンガポール、

スウェーデン、タイ、ドミニカ共和国、ラオス、韓国台湾中国、

計12か岡、日本語科1組・ 2組・ 3組の学習者50名

留学生の日本語レベル:上級

本校担当教師:1組・ 2組・ 3帝且担当教師3名

参加児童:杉並区立堀之内小学校4年1組・ 2組計75名

内容:小グループごとに小学生による学校案内、留学生による国の紹介、日本の

昔の遊び体験など

③2008年度2回目

実施日:2009年1月27日 選択授業の科目のーっとして実施

参加留学生:インド、インドネシア、ケニア、シンガポール、タイ、ミクロネシア、

ラオス、韓国、台湾、中園、計 10か国、選択授業として日本人と

の交流を選んだ学習者37名
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留学生の日本語レベル:初級終日曜から上級

本校担当教師:選択授業担当教師2名

参加児童:杉並区立堀之内小学校3年1組・ 2組 .3組計71名

内容:小学生による歓迎の言葉や演奏。小グループに分かれ、留学生による国の

紹介。途中グループを交替し、複数のグループと交流。訪問後手紙の交換

④2009年度

鶏包日:2010年2月2日 選択授業の科目のーっとして劾包

参加留学生:アルセ、ンチン、インド、カナダ、パフ。アニューギニア、パングラデ

シュ、フィジ一、フィリビン、モンゴル、カンボジア、シンガポール、

スウェーデン、韓国、中国、台湾、計14か国、選択授業として日

本人との交流を選んだ学習者40名

留学生の日本語レベル:初級終了程度から上級

本校担当教師:濁尺授業担当教師2名

参加児童:杉並区立堀之内小学校3年1組・ 2組 .3組計85名

内容:小学生による歌と踊り、小グループごとに学校案内と腎学生による悶の相

介、雪合戦、皆でGReeeeNの『キセキJ唱和

⑤2010年度

実施日:2011年2月8日

筆者が担当していた上級クラスの学習者との交流

参加留学生:ベトナム、インドネシア、タイ、チュニジア、韓国、台湾、中国、

計7か国、 1組・ 2組・ 3組の学習者49名

留学生の日本語レベル:上級

本校担当教師:1組・ 2組・ 3組担当教師4名

参加児童:杉並区立堀之内小学校3年1組・ 2組計62名

内容:次の項で報告
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3. 2010年度の実践報告

2:("、述べた交流会のうち⑤について、その目標と計画、実施内容などを報告する。

3-1. 目標の設定

対象となる学留者は、 -H及学習時であること、訪問するのが卒業前とL寸これ

まで学習し身に付けてきたことを発揮する良い時期であること、この紙験を卒業

以降にも生かしてもらいたいと考えたことなどから、担当教師間で相談し、目標

を以下のように設定した。

<目標>

CI小学生との交流を楽しみ、お互いにいい思い出を作る

②人の役に立つ喜びを知り、人と触れ合う喜びを感じ合う

③自国の文化を聞き子にわかりやすく、紹介することができる

G:今まで学習した様々な表現法を使って、相手を飽きさせず話すことができる

⑤うまくいったこともL功、なかったことも含め、新たな目標を得る

⑥日本の小学校や子供たちについて知る

①は、どのレベルの学習者においても、相手が誰であっても、同じ時を過ごす

のであれば当然目標になることであろう。②は、留学生は異文化という慣れない

環境で生活しているため、常に何らかの不安を感じながら過ごし、受け身の生活

または精神状態にある人が多いと思われる。しかし、この交流活動のように異文

化を学習したいという小学生にとって、外国人であることがメリットとなり、そ

れを提供することで相手にも感謝されるとiiう経験をすることになる。こう¥iっ

た経験をすることで、自信を持ち、異文化に身を置くことを前向きにとらえてほ

し¥iという思いから設定した。③④は、参加者が上級学習者であることから、こ

れまでの学習を踏まえて設定した目標である。本校では、初級から中級、上級に

至るまで一貫して、わかりやすく的表現することの重要性を説いている。作文で

あっても意見を述べる時であっても、伝える対象がいる限り、自分だけがわかる

表現の仕方でなく、言いたいことが相手に伝わる表現の仕方をしないと意昧がな

i i。その点、今回の相子は小学生とL寸一般的に飽きやすく、わからなくてもお
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となしく黙って聞いていてくれる相手ではないという点で、難易度が高いと思わ

れる。だからこそわかりやすい日本語で表現する、魅力的な資料を準備する、笑

顔で問L、かけながら話しかけるなど、これまで学習してきた表現方法を駆使して、

自分が会話のイニシアチブをとってやりとりすることを日標とした。⑤は、交流

活動を終えた後、当然感想、や反省が生まれるであろう。中には、うまく L、かなか

ったと思う者もいるかもしれない。しかし、その感想のどれもが今後生きていく

上で役に立つ魅験であり、卒業後も日本語を何らかの形で学習していってくれる

であろう学習者にとって、新たな目標につながるのではないかと期待し、設定し

た。最後に⑥であるが、国を問わず現代の若者の多くは、子供と普段触れ合う機

会があまりないようだ。また現在は、安全上の理由で小学校に外部の者が入るこ

とは難しく、実態が児えにくくなっている。そういったこともあり、外国人留学

生にとって日本という異文化に住む現代の子供は、何を考えているかわからない、

こわい、かわいげがないと映るかもしれない。小学校に実際に入ることで、その

施設を見学し、子供たちとの触れ合いを体験し、実|犬はどうなのか、新聞記事や

ニュースなどで問題が取り上げられる小学校、小学生の通りなのか自分の日で見

て確かめてほしいと考えた。

3-2.事前準備

との突溺舌動にあてた授業は、準備に1.5コマ(1コマ 50分)、訪問に2コマ、

訪問後のフィードパックに 0.5コマである。以下が訪問準備のための授業計画で

あり、ほぽ予定通りに行われた。

<準備① 1月28日(金) 5時間目 1組・ 2組・ 3組合同授業>

o.あちかじめ教師が作っておいたグループωごとに座るよう指示する

1.プリント(資料1) を配布し、目標や予定の説明(日程、当日の流れ

を簡単に)をする

2.自分が小学生の頃のことをグループで話しながら、思い出させる

3.小学校の教科書、学習雑言志時間割などを使って、日本の教育制度、

授業科目を説明し、小学3年生が興味を持っていることを想像させ

る
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4. これからの予定の詳細について説明する

-説明用パネルの作成などの準備をいつまでにするか

.当日の集合時間や流れについて

5.説明用パネル作成

-小さいグループ(留学生3、4人十小学生4人程度)になって、同の

文化や言葉を紹介する時聞があるので、それぞれ何を紹介するか決め、

!~ネルにポイントをまとめる。自己紹介は必ず入れるよう指示。

-同じグループの中に同国人がいる場合は、テーマや言葉がなるべく重

ならないようにする

テーマの例:同の遊び、者るもの、食べ物、文字、歌、地理や気候、

有名な観光地、お祭りなど

言葉の例 :こんにちは、ありがとう、さようなら、おいしい、友達

など

・来週の H.R.(金曜日の5時間目)までに完成させる

6.訪問時の予定と注意

.交通費の説明

・マナーや肖像権について目白君、

7.終わりの挨拶をする人募集

く準備② 2月4日(金) 5時間目の 0.5コマ(約 30分)、各教室で>

-宿題になっていたパネルの完成を確認する

-まだの人は引き続き作業

・できた人は、違う国の人にわかりやすく説明する練習をする

.当日の集合時間など再度確認

準備④の授業では、まず、自分が小学生の時のことを，思い出させたり、今の日本

の小学生が興味を持っていることを知るために教科書や学習雑誌を見せたりしな

がら、交、刷骨子である小学生についてイメージできるようにした。また、イラス

トや地凶、写真などを使った説明用のパネルの例を見せながら、準備を丁寧にす
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ることによって、飽きやすい子供の興昧をひきつけつつ、自分が話のイニシアチ

ブをとって生き生きと説明でき、それが目標の達成につながることを強調した。

学習者の中には、早速学習雑誌の中から小学生が興味を持ちそうなキャラクター

のイラストをかいたり、教科書や問題集を見て、小学生が読めなさそうな;葉芋に

振り仮名を振ったりと、工夫する姿が見られた。説明用パネルには、必ず自分の

紹介を書くように指示したが、それは、国の紹介とpっても小学生にとっては「あ

のお兄さんのあの国」、「あのお姉さんが育ったあの国」という認識になるであろう O

そのため留学生自身のイラストや趣味、日本語学習の動機、将来の夢など個人的

なプロフィ -J[.，を話すことによって、まずは個人として仲良くなってほしいと考

えたからである。学習者もそのことを理解し、絵は苦手だと言いながら、簡単な

自画像をかいたり、色を塗ったりと工夫していた。説明用パネルの作成は授業内

では時間が足りず、ほとんどが宿題となってしまったのだが、学習者は卒業前の

忙しい時期であったにもかかわらず、授業外の時間にパソコン教室で写真を探し

たり、きれいにパネルをデコレーションしたりと準備していた。

準備②の時間では、完成させたパネルを持ち寄り、説明の練習をしたが、他の

学習者のパネルを見て、良いところをまねしながら自分の物に手を加え、より良

くしようとしたり、お互いに話し方をアドノパスし合うといった姿も見られた。

3-3.小学校訪問

2月8日伏)午後12時50分頃学校を出発。 13時40分から小学校の5時間目、

6時間目と帰りの学病の時間を使い、 15時15分まで交流を行った。交流会の流

れは以下の通り。

①小学生による歓迎の言葉とリコーダーの演奏

②グループ。に分か札小学生による学校案内

③留学生による閣の紹介

④(時間があるグループlま)日本の伝承遊びをいっしょにする

⑤クラスみんなで「だるまさんが転んだjの遊び

⑥お礼のあいさつと写真撮影をしてお別れ

現，在小学3年生の授業では、今回のような授業は「総合的な学習」の一環とし

て行われることが多いようである。この年度の3年生は、「世界の人と触れ合おう」
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というテーマで、「さまざまな函の人とふれあい、その暮らしぶりや文化を知るJI日

本語のコミュニケーションを通して、表現する力を育てるJI白分たちの出し物

を留学生の方に楽しんでもらい、役立つ楽しさを知る」ということをねらpにし

ていた。合計8時聞かけてこの交流活動貝取り組んでおり、我々が小学校を訪問

する前に、留学生の国々の文化や暮らしぶりについて知っていることを話し合う、

知りたいことを本やパソコンで調べる、学校案内の内容や順序、歓迎の歌や言葉

を準備するといったことを 5時聞かけて行い、 2時間交流した後、交流してわか

ったこと、感じたことをまとめるのに 1時間とったそうである。このように小学

生もねらいを理解し、目的意識を持って、主体的に準備をしてあったため、当日

は非常に充実した交流会となった。

ヨ沼迎は留学生3、4人と小学生4人程度の小さいグループに分か札 3年1

組が学校案内をしている問、 3年2組は留学生が文化紹介をするというふうに順

次行った。グループのメンバーは最後まで入れ替えることなく行ったので、 1時

間半程度同じメンバーで行動することになり、互いに親しくなったクゃループPも多

く見られた。なるべく多くの人と交流できるように、または聞が持たなくなると

困るといった理由で、これまでの交流会では途中でグループを何度か変え、様々

なグループで交流をしたこともあるが、今回のように最初から最後までじっくり

と付き合うと、次第に親しくなり、小学生としてもその国について理解が深まる

という良さがある。

④⑤のようにいっしょに遊ぶ的、う組験は、 2008年度 1回目の4年生との完

流会で、も行ったO その際折り紙やおはじき、けん玉、おてだま、ゴムとびなどを

グループごとにやったのだが、一つのことをいっしょに行うという作業の中でお

互いにアドノfイスし合ったり、褒め合ったりしながら一体感が得ら才い非常にい

L 、雰囲気になったと感じた。今回行った「だるまさんが転んだ」は、大人数で行

ったため、 2008年度のようなー体感はあまり得られなかったかもしれないが、

中には仲良くなった留学生の手を取って遊ぶ小学生の姿も見られ、遊びなどの作

業を通じて楽しい時を共有するとL寸倒験は、お互いの距離を編めるのに効果的

で、非常に有意義であると感じた。
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3-4.訪問後のアンケー卜より

訪問後、留学生にアンケート(資料2) を行い、感想や目標の達成について意

見を聞いた。注4また、小学校の先生にお願いし、小学生全員にアンケート(資料3)

に答えてもらい、先生方にも感想を伺ったO

3-4-1.留学生からの感想

G訪問前の気持ち

参加した留学生のうち、小学校を訪問する前、「楽しみJI期待している」

と思っていた者はごく少数しかおらず、ほとんどが不安や心配を感じてい

た。その理由としては、「子供がもともと苦手JI子供と触れ合う機会が普

段ないので緊張するJI子供が何を考えているかわからないからどんな話を

すればいいかわからなLリといった、現代の日本の若者にも通じるであろう、

普段子供と触れ合う機会がないことからくる理由が主であった。また、「自

分の日本語が通じるか自信がなLリ「自分の国のことに興昧を持ってくれる

か不安だ」といった、外国語である日本語で外国人とコミュニケーション

することに対する不安もあった。相手が子供なので、わかりやすく、楽し

く話さないと聞いてもらえないという目標を強調したのも要因の一つにな

ったかもしれない。この時の学習者は、選択授業として白ら交流活動を選

んだ学生ではなく、上級のカリキュラムに入れてあり全員行くことが必須

だったので、モチベーションとしては低かったかもしれない。事前に、小

学校の頃のことを思い出したり、小学空用の教材を見ぜたり、間が持たな

p時にどんな話題で話せばいいか考えておいたりと、様々な準備をしてお

いたのだが、それでも不安を抱えて緊張して出かけたことがわかる。この

ように訪問する側の学習者にとっては、精神的に負担の大きい活動である

ことを理解した上で、導入や準備を行うことが今後必要であろう。

ω、学校の印象

日本の小学校について、実際に内部ニ入り、小学生に案内してもらいながら見

ることによって、様々な気付きがあったようである。まず施設については、音楽

室、理科室、パソコン教室、阿書館、 ミシンなどのある家庭科室などを見て回り、

教科や教育内容に合った施設や設備があることに驚いたり、感心したりした者が
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多かった。上履きに履き替えることで校内がきれいに保たれていて良いと観察す

る者や、校長室での校長先生と小学生とのやりとりを見て、校長先生を恐れてお

らず、国よりも親しい間柄であると薦さを感じた者もいた。また、校庭にあるシ

ンボlレソリーや、校舎の形がワニに似ていることからワニが学校のキャラクター

として愛されていることなどを聞き、子供たちが自分の学校に愛者を持って誇り

に感じていることを新鮮に感じた者もいた。漫画やアニメで見たのと同じような

学校風景であると感激し、実際にそこに入ることができたと喜ぶ者もいた。

さらに、施設だけでなく日本の教育について固との相違点を挙げ、感想を述べ

る者も多かったO 屠Lcで朝時育てていることや、その植物を使ってジャムを作

るといった学習をしていることを知りおもしろいと感じたり、教室や廊下に掲示

しである子供たちが作成した本や書道などを見て、多面的な学習が行われている

と感じた者もいた。自分たちが小学生の頃より白然に触れる機会が多く、それを

良いことだと感じている者も多かった。いずれにしても学校の内部を見ることに

よって、「小学生の生活がわかったJr子供の頃のことを思い出して懐かしかったJ
などと皆楽しんで、いたようだ。それは、ただ見学するのと違って、小学生自身が

案内する内容を決めて、 I寧に説明してくれたことから感じられた印象であった

と思われる。

c])JJ、学生l二対する印象

行く前は子供が苦手だと言っていた者が多かったのだが、交流した後の感想と

しては、全員が小学生に対し好印象を持ち、「今まで苦手だったが印象が費わったJ
「子供が好きになった」という意見もあったほと、だ。その理由としては、[かわい

pJ r素直Jr優しLリ「干しf義正しLリ「元気で活発Jr笑顔で迎えてくれた」などが

多かったが、中には「マスコミで見るような問題は感じられなかった」と客観的

な感想を述べた者もいた。また、学校案内や自分たちの説明を聞く時の印象を挙

げ、「緊張しながらも一生懸命案内してくれたJr丁寧に説明してくれたJr卜分準
備してくれたのがわかってうれしかった」などと、支流会までに小学生が主体的

に迎える準備をしてくれていたことに感激している者が非常に多かった。さらに、

L 、っしょに日本の伝承遊びを体験した時の印象をあげ、「今の子供たちもゲーム

機やパソコンでする遊びだけでなく、昔ながらの遊びも楽しくするのを見て、純

粋だと思った」と¥iう感想を持った者もいた。
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④国の紹介をした感想

前述の通り、小学生たちが事前に留学生の国について調べ、興昧や知識を持っ

て聞いてくれたので、皆話しやすかったようだ。「興味を持ってくれありがたか

ったJr思っていたより自分の固についてよく知っていたので、び、っくりした」円、

ろいろ質問してくれたJr圃の言葉を教えたら覚えて使ってくれたJr説明したこ

とに『へえ』、『すごLリなどと反応してくれてうれしかったJと喜んでいた。

説明の仕方について気づきを得た学習者も多かった。小学生の集中力を維持

させるのが難しいと感じた者も若干名いたが、[やはり絵や写真で説明したのは

よかったJrなるべく簡単な言葉を使って説明したのでわかりやすかったようで

喜んでくれた」などと準備の段階で工夫したことがうまくいったと自信を深めた

者が多かった。また、「食べ物の話が一番盛り上がった」とL寸意見が複数あり、

子供たちにとって「食jが身近なテーマで、あることがわかったようだ。

CK今後の交、指舌動への意欲

このような交流活動に今後も参加したいか聞くと、一人を除いて全員が参加し

たいと答えた。「何回も参加したLリ「ぜ、ひぜひ参加したLリとl寸積極的な声も

少なくなかった。参加したくないと答えた一人は、「今回の交流は楽しかったが、

自分は情が厚いので、仲良くなった人との別れがつらL功、ら」という理由であっ

た。

交流するならどんなことをしたいか聞くと、円、っしょにごはんを食べたlリ「も

っと長い時間遊びたL リ「おしゃべりした~)J r.授業風景を見てみたLリ「授業に参

加したLリ「自分の国の遊びも紹介していっしょにしたpJrスポーツや絵をかく

などのいっしょに何かをする活動をしたLリなどの意見があがった。また、小学

生以外との交流に意欲を見せる者もおり、「老人ホームを訪問したLリ「同じ年頃

の若者と交流したLリ「中高生とも交流したpJという声があった。

3-4-2.小学生からの感想

小学生に吏流会の前の気持ちはどうであったか聞くと、留学生ほどでは

ないものの「恥ずかしかったJr留学生にあったことがないのですごく緊張

したJrドキドキした」など不安を感じていた子が 3分の 1程度いたが、そ

の他は「ワクワクしたJrうきうきしたJr楽しみだった」と、新たな出会
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いに期待2していたfが多かったようだ。

実流会を終えての感想、は、「楽しかったJrまたしたLリ「最後、別れたく

なかったJと満足している様子がうかがえた。さらに「学校を案内した時

喜んでくれたのがよかったJrrそうなんだあ』みたいな顔をしてくれてと

てもうれしかったJr学校のいろいろなところを案内できて自分もうれしか

ったJr学校のいいところがたくさん見せられたと思うJr正直伝わらない

と思ったけど、伝わってうれしかったJi緊張したけど、『だいじようぶ?j 

『緊張しないで』とか言ってくれたのでなんとか日えた」と達成感を感じて

L 、る子も多かった。

また、異文化と触れ合ったことで受けた印象について述べた感想もあっ

た。例えば、「留学生の国に行きたくなったJrt、ろんな国の料理が違って

不思議だなあと思ったJrその国の料理が食べたくなったJr知らない国の

ことがわかってよかったJr留学生の国の言葉を教えてくれてうれしかったj

「普段外国の人と触れ合うことはめったにないので、いろいろ外同のことを

教えてもらってありがたかったJrこの経験を生かして勉強をがんばりますj

といったものだ。

留学生の話し方や接し方についても多くの感想が寄せられた。例えば「自

分が説明している時、静かに聞いてくれてやさしかったのでうれしかった」

「わかりやすく紹介をしてくれたのでよかったJr学校案内をした時、留学

生の人が質問などをしていて、いい質問をしているなと思ったのですごい

と思った。紹介をした時はだんだん紹介をしやすくなったJr前から友達に

なっていたように話してくれたからうれしかったJr聞き取りが早くて、す

ぐに場所や名前を覚えてくれたJrとてもよく話を聞いてくれて、うなずい

てくれたり、『そうなんだ』など話したことに反応してくれてうれしかった」

「説明の紙に絵や言葉、写真などがあったし、説明もくわしかったJr留学

生は笑顔だったので心が楽しくなった」といったもので、改めて留学生の

コミュニケーション力が確かなものであることに筆者色気づかされた。

また中には、「次は自分も日本のいいところを紹介したpJと、今後への

意欲につながっているととれる感想や、 r~だるまさんが転んだj をした時

に恥ずかしくて自分から子をつなげない時に台湾からきたお姉さんが手を

つないでくれたのがすごくうれしかった」といった微笑ましい感想もあっ
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た。子供たちの気づきから、人と人とがコミュニケーションする上で大切

なことを教えられる思いである O

次はどんなことをしてみたいかという質問に対しては、圧倒的に校庭、

体育館、層上などで遊びたいという意見が多かった。 1時間半程度という

時間では遊び足りないと感じた子が多かったようだ。「子紙の交換がしたいj

円、っしょにゲームやスポーツをしたLリ円、っしょに絵をかきたLリとい

う声もあった。その他、「留学生の国の遊びをしたいJi踊りや歌を歌って

くれたらうれし Lリといった留学生の国についてもっと知りたいという気

持ちが表れたものや、「日本のことも教えて、もっと仲良くなりたLリ「日

本の子遊びゃ歌などを教えて、日本のことをたくさん知ってほしLリ「町を

紹介したpJi授業の雰囲気も見てもらいたい」というふうに、自分も町や

国のことを紹介したいと感じた子もいた。学校案内をして留学生に喜んで

もらったことから自信と喜びを感じ、また留学生の自国の紹介を聞いたこ

とで自分も自分たちのことを紹介したいという意欲につながった子が多く

いたようだ。

3-4-3.小学校の先生からの感想

この度、小学校で、ご指導いただいた担任の先生方からも意見を伺うこと

ができた。先生方は小学生がこのような交流会を持つことは、「初対面の人

とコミュニケーションをとり仲良くなるという体験が有意義で、あるJi国の

紹介を聞くことによって近隣の国に親近感や興味を持つことにつながり教

育効果は高Lリ「国籍の遣いを感じず国の枠を超えて親しくなることができ

るJi日本とは異なる文化に興味を持ち親しむことができる」などの理由で

有意義であると評価してくださった。

感想として、[官学生がフレンドリーで進んで子供と関わろうとしてくれ

たため子供たちもリラックスして活動することができよかったJi子供たち

の楽しそうな様子を見てうれしかったJなどと答えてくださった。置き土

産として渡してきた国の紹介のパネルは、交流会の後廊下に掲示してくだ

さり、他の学年の児童も見て勉強になっているということだ。また、留学

生のマナーや話し方についてもほめていただき、「子供たちの目には『やさ

しいお兄さん、お姉さん』のように映っていたようで、子供たちにとって
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そういった意昧でもよい勉強になったJI留学生と遊ぶことなど、ただいっ

しょにいるだけで子供たちの人生や考え方によい影響を与えるのではない

か」という感想もいただいた。

さらに、留学生が学校教育の役に立てるとすると、他にどういった活動

があるかという質問には、「ある国に絞って、料理、歌、伝承遊びなどテー

マを決め、体験学習のゲストティーチャーになるJI言葉を習ったり、遊び

を教えてもらうなど一つのことをじっくり行う」などの提案もいただいた。

おおぜいの留学生が学校を訪問することには多少なりとも難しさがあるの

ではないかと予想していたが、先生方は「問題は感じなかったJIこれから

も継続して来てほしlリと心強い回答をくださった。我々が目標にしてい

たお亙いにいい思い出を作り、人の役に立つことを体験するということが

実践できたようで、うれしい限りである。

4.考察

3-4で述べたように、互いに評価の高い活動で、あったが、それはどうしてな

のか、交1m;活動の意義について関学生と小学生のそれぞれの立場から考える。

4-1. 日本語教育における意義

日本語学習者がこのような受流会に参加する際には、教室での教師や留学生間

以外の日本人と日本語を使う機会を得、それが日本語の上達につながることを期

待しているのではないかと筆者は考えていた。実際、教科書にはない生の日本語

に触れることができたり、授業で耳にする以上の速いスピードでの会話につかる

ことで勉強になる面もあるだろう。しかし、今回行ったアンケー卜からは、日本

の学校教育や学校の設備、小学生のことがわかって勉強になったと答えた者はい

たが、日本語の勉強として役に立ったという感想を述べた者はいなかった。むし

ろ小学生のほうから、わかりやすく説明してくれた、相槌やうなずきを入れなが

ら聞いてくれたことで、話しやすかったと留学生のコミュニケーション力に感心す

るコメントが寄せられた。これは、どうL、うことなのだろうか。

留学生は、普段限られた語葉、表現で学習者聞や日本人とやりとりをしている

ので、日常的にその中でどのように表現すれば相手に誤解なく、わかりやすく伝
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えることができるのかということに注意を払っており、自然とコミュニケーショ

ン上の訓練を横み、 f効fiを高めることになっているのではないだろうか。したが

って、その技術を使ってコミュニケーションすることで、相手に喜ばオム白信や

意義を感じることこそ、留学生側の大きな収穫と言えるのではないかと考える。

さらに、今回のように聞き手が積極的に自国に興昧、関心を示してくれれば、そ

のことにも喜びゃ意義を感じるであろう O

また、誰かの役に立つということが、普段外国で受身になりがちな留学生にと

って、自信を回復させ、有意義な帝霊験となるのではないだろうか。 2011年の震災

においても外国人ボランティアの活躍がいくつも報告されており、ごういった人

の役に立つ経験が、異文化で暮らす際の自身の生きがいや心の支えになることも

あるという出。交流を経験した留学生たちも、この自信と経験が今後の人生にお

L 、て生かされることを腕寺する。

それでは、日本語教育の内容として我々教師は、交流会を催し円、ぃ思い出を

作るJ場を学習者に提供するだけで十分なのだろうか。筆者は支流会に限らず、

このような教室外の活動をより多く取り入オしそれを日本語教育に生かすことが

必要なのではないかと考える。横問 (2005)は、日本語教育を教室活動の中だけ

でするのではなく、ホームステイなどの教室外活動を教室内の授業と関連させ取

り込む試みを、「単にある個人の『珍しLリ授業とみるのではなく、日本語教育

および異文化問教育のプログラム全体の中に体系的に組み込めば、教室の内と外

の全体をカリキュラム設計するという新しい視点からの試みが実践できる」もの

ととらえているc そのように、今回のような小学校を訪問するという交流活動も

一義的なものに終わらせず、その後教室で、感じたこと、考えたことを深め合う、

疑問点を出し合い意見交換する、うまくいったこと、いかなかったことなどを出

し合い、より良い方法や技術を獲得するなどと生かすことが大切なのではないだ

ろうか。

また、積出包004)は、日本語教育そのものが異文化適応教育としての要素

を持っていることを指摘し、「物理的な意味での旧本語教室Jを出て、再び『日

本語教室JI Iこ帰ってくるまでの時空間は、実は学習者にとっては生活場面と学習

場面が津然一体となった学習環境」なのであり、「この体験全体を日本語の学習

過程として明確に位置づける『日本語教育Jがあってもよいのではないか」とも

述べている。また、「留学生が現場に分散的に存在する多様な情報や経験を総合
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して全体的状況を把握し、そこに自分自身を位置づけていけるような機会(ホー

ムステイなど)を提供することは、望ましい巽文化適陀教育であり、そこで実際

に必要な意味のあるコミュニケーションを行う中で実践的に日本語也獲得されて

L 、く」と言い、「教室に重きが置かれる授業だけではなく、現場に重きが置かれ

た授業を挟み込むことが効果的ではないか」と述べている。さらに、「日本事情

教育」としても日本の社会や政治などを取り上げて基本的な知識を与えるという

内容だけでなく、教室外での体験について持ち寄り議論するような内容も考えら

れると指摘している。

つまり、交流会のような教窒外活動は、イベントとして、または校外学習の一

種として行うだけではその効果を生かし切れておらず、その経験の前後も重要で

あり、そこから得た疑問や学びを共有し合う場として教室を生かすべきだと考え

る。今まで、筆者が行ってきた交流活動ではそこまで掘り下げて、活動の意義を認

識しておらず、十分その効果を生かしていたとは言えない。今後、教室外活動の

幅をより広げられるか模索しながら、行う場合は目標を立てる段階からその意義

を念頭に置き計画を立て、その後の気づきゃ学ひ沿いにつなげていきたい。

4-2.学校教育における意義

今回のアンケー卜により、小学校教育としても留学生と触れ合う利点があるこ

とがわかった。筆者の考える主な意義をまとめると、

-学習した歌や楽器の演奏、学校案内などをすることによって、人の役に立ち、

喜んでもらえるとL叶続験ができる

-調べ学習のテーマとして興味を持って学ぶことができる

-世界に目を向けるきっかけとなり、今後の学習や興昧につながる

-留学生が外国語である日本語を使っているのを見て、外国語学習のモチベー

ションを高めることができる

-日本にいながらにして、外国の生の情報を直接得ることができる

-人生の先輩である年長者と出会い、共に学び、遊び、楽しむことができる

・学校の紹介をすることで自分の学校や地域、困に誇りが持てる

となる。

林原位。11) は、小学校高学年の国際理解に関する興昧・関心に影響を及ぼ

す要因を異文化接触の経験から検討しており、調査の結果、その因子として、「地
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球的課題H外国語JI国際交流H異文化体験」の同つを挙げ、それらが高次因子「国

際理解Jを構成していると言っている。そして、このことカか、ら「小学校高学年の興昧.

関心には『外国言古出jが単独で存在するのではなく仁、『地球的課題劃]や『国際交抗

「異文化f休休木木d思剣ヘの興昧.関J心心とも関連している」ことを明らカか、にし、， I外国語活動」

を行うI際捺には、「他の国際理解に関する学宵と関連づけてカリキュラムを開発す

ることで、より効果を高めるのではないか」と予想している。今後、新学習指導

要領のもとで、小学校における外国語教育の重要性が増していくと考えられるが、

その際にも単に外国語を習う時聞を作るばかりでなく、こういった交流活動、異

文化理解の体験と組み合わせることによってその効果が増すものと考える。

5.おわりに

今回交流の感想として小学生からも留学生からも「相手が自分を迎える準備を

してくれていたJI白分を受け入れてくれてうれしかったjという意見が多くあ

がり、このことが喜びとなり、意欲を生むことを目の当たりにした。また、「人

の役に立つ喜び」を感じることが自分の向信となり、成長につながることも学ん

だ。

異文化間交流には、人と触れ合う時の基本、大切なことがつまっており、それ

は多文化共生社会へと移行しつつある現在の日本社会においても必要なことだと

言えるのではないだろうか。そういった意味で、も、これからの世の中を担う留学

生や子供たちがこのような京高責をすることは布意義であると考える。また筆者自

身、留学牛宇たちが日本で発揮できるであろう秘められた可能性を改めて認識する

など様々な気づきを得た。異文化間交流は、そこに関わる教育関係者にとっても

学びの宝庫であり、我々日本語教師に、日本人に求められることがそこから浮か

び上がってくるように思えてならない。そのことに思いを馳せつつ、今後もより

良い教育活動を模索していきたい。
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2007年度以降毎年本校留学生を快く受け入れてくださっている杉並区立場之内小学校の教

職員の皆さん、特に初めての受け入れにご尽力いただいた椎野祐千先生に心より感謝申し上げ

る。留学生の国籍がアジア中心になると話した際通「人間でもまずお隣に住んで、いる方から仲良

くなる。国も同じで、まず近隣の固から知り、互いに学び合うことが大事だJという話をして

くださり、子供たちにもそのようにご』様掌くださっている。アンケートには、同校、椎野祐子

先生と白井千晴先生にご協力いただいた。また、本校での初めての選択授業において、交流活

動を企画、運営した武田好〈氏、平川奈津子氏をはじめ、その後小学校を訪問するにあたり、共

に準備、実施した、西村学氏、!資田周子氏、白石麻子氏にも心から感謝申し上げる。最後に共

に楽しい時聞を過ごすことで、様々な気づきを与えてくれた堀之内小学校の子供たち、本校の

留学生たちに深く感謝を表する。
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i主
(1)本校における「選択授業jとは、 2007年度から日本語科で始められた授業活動で、レベ

ル別に行う通常授業とは別のクラスで、いくつかのテーマの中から学習者自身が興味のあ

るものを選択し、学習する授業である。初級終了程度からb級レベルの学習者が混在する

クラスで1週間に2コマずつ計6コマかけて行っている。授業の内容は附験型のものが多

く、 2010年度の選択授業の科目は、小学生との受流の他に「子作り写真集作りJ["浴衣

deファッションショーJ["初めての編み物J探道&書道J["料理Jr色鉛筆スケッチJ["張

子にトライ!J ["地理と方言J["日本の魅力J["ポシェット作り」があった。講師は本校教

師の他、外部の先生にお願いする場合もある。

(2)ここでいう「わかりやすさ]とは、発表や意見交換をする際に、単に正確な日本語で表現

するということだけでなく、絵や写真などの視覚的資料や身振り子振りを効果的に使う、

聞き手の理解度に合わせて言葉を言い換えたり説明を加えたりする、 一方的に話すのでは

なく聞き手の反応を見ながら話すなど、の工夫をすることで、本校ではこれらを目標に繰り

返しf偉草している。

(3)留学生のグループを作る際は、担任教師とも相談の上、国籍、性別、日本語力、性格など

を考慮し、クラスを越えバランスよく分かれるようにした。小学校を訪問する前からグル

ープごとで活動し、準備の段階からお互いに協力したり、練習し合ったりできるよう配慮

した。

(4)アンケートの回答は日で抜き出したが、その際小学生、留学生共に意味が変わらない範

囲で表記や文法、語棄の一部を訂正して掲載した。

(5) 2011年6月26日に行われた日本語教育学会公開シンポジウム「活気ある社会づくりと

日本語教育」においても、パネラーの一人である陳天璽氏(国立民俗学博伽官・准教授)

より同様の指摘があった。
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資料1ー 1 留学生用プリント (1/3)

2010年度 1 組~3組 「小学生との交流」

宮古Mn行く小学校l毒 『杉並区立堀之内小学校」

皆さんが爽縫する(;)Jj 小学校3年生 62名

箇間itる(;)Icj: 2月B日(火曜日)午後

学習(;)0標

・小学生との交流を楽しみ、お互いにいい思い出を作る

-人の役に立つ喜びを知り、人と触れ合う喜びを感じあう

.自国の文化を聞き手わかりやすく紹介することができる

・罰き手を飽きさせないように工夫しながら話すことができる

飼うまくいったこともいかなかったことも含めて、新たな目標を見つける

.日本の小学校や子供たちについて知る

当日itるごと
① 小学生からあいさつ

(小さいグループになって 留学生3. 4人+小学生3. 4人)

② 小学校の中を小学生たちが案内してくれます。白本の小学校を見てみましょう。

(園の学校との遣い。環境に配慮した取り組みなどはあるかな?)

③ 皆さんが、小学生に文化を紹介します。

(自分の言いたいことを伝えるだけでなく、相手を飽きさせず、興味を持ってもらえる

ように工夫しよう!) 

④ 留学生からあいさつ

をぬretIJに跡、孝司r相手を知ろう。イメージし.if.号。
⑨日本ぬ学校制廃Icj:? 小学校 (6年間

吋中学校 (3年間 j
ぎむきょういく

義務教育
り立

い
私w立句ヲ、一ニ，2

ー
I
l
l
l
-
!
t
P
I
l
i
!
i
l
lノ

→高校 (3年間)
eつ..:; たんを r!いがく r三いがく

→専門学校、短期大学、大学→大学院など

⑧おIa.竜~，司小学生時代跡?
きょうか

E 小学生の時、どんな生活をしていましたか。どんな教科がありましたか。
とくい にかて

得意な教科は?苦手な教科は?授業は何時から何時まででしたか。

z 休み時問、何をして遊んでいましたか。楽しみな時聞は何でしたか。
ペんとう きゅうしふく

-お弁当や給食はどんなふうに食べましたか。みんなで食べましたか。
ごうてい ごうしや せっぴ

・校庭(学校のグラウンド)には何がありましたか。校舎にはどんな設備がありましたか。
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資料 1ー 2 留学生用プリント (2/3)

⑧ゆ学校35手生令官:l!;Á移勉強ゆ遊び奄し乞るぬか~?
→時間割や教科書、学習雑誌などを見てみよう。

とおか勾G)~ケS;.:1'四11.

1~28 日(金) H. R. グループ分け、説明、パネル準備(→宿懸)

2月 4図(金)H. R. パネルを持ってくる、クラスで練習
きょう".. 

2月 8日(火)12時45分教務前集合、すぐ出発

→小学校 13時40分-15時 15分
げんもかいさん

叫現地解散 (新宿に漢るのは 16時ごろになります。)
よ てい " .  ちゅうい

本いつもより遅〈終わります。予定がある人は注意してください。

*新宿から片道 16 0円かかります。 Su caやPASMOをチャージしておきましょう o

本小学生が楽しみにしています。休まないでください。遅刻、欠席は必ず連絡を!

し4昆う。‘い

~ilii. 何を総合し参しeろか? I i箇11.置に、自己紹合、簡単~Ii"~つ、文化総合唱宮司慢し〈かごう.

(グループに同じ匿の人がいる場合l立、テーマが重ならないようにしましょう。)
じ二しよう宮、い か匂ら

①自己紹介(必ず!) 
ιとtま もじ かなら

②簡単なあいさつや言葉、文字(必ず!) 
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資料 1-3 留学生用プリント (3/3)

き もの みんぞくいしょう かんこうら

③その他・・・食べ物、着る物(民族衣装〕、遊び、観光地、生活、学校、ダンス・・・など

*写真を貼ったり、絵をかいたり、楽しく仕上げましょう。

*字は3年生にも読みやすいようにわかりやすく¥書きましょう。交流の後、小学校にプレゼン
ていねい

トします。教室に貼ってくれるかもしれませんから丁寧にきれいに書きましょう。

*PC教室でカラーコピーすることもできます。必要な人は、紙を取りに来てください。

当日G)if'I願い・..
とうじつぴょうきいがい りゅう

・子供たちは留学生のみなさんが来るのを楽しみにしています。当日病気以外の理由で休まない
れん"<

でください。休む人は必ず連絡してください。
lユんぎい

・写真を撮るときは相手に撮ってもいいか聞いてから撮ってください。震近、子供に対する犯罪
かんき，う お

が増えているので、撮った写真はネット上で自由に見られる環境に置かないください。
しょうぞうけん

肖像権(許可なく自分の写真を使われない権利)の問題もあります。

-交流するのは授業中ですから食べ物を食ベることはできません。もし、あげるなら

「うちへ帰ってから、おうちの人に聞いてから食べてね。」と言いましょう。

で跡、しっかり準備し乞宴'liIiiる爽続にし参しよう1
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資料2 留学生へのアンケー卜

留学生のみなさんヘ

貧小学生との交流会はどうでしたか。感想を毅えてください。

1 小学校ヘ行〈前はどんな気持ちでしたか。

[ ] 
2.小学生が学校を案内Lてくれましたね。どんな」とがわかりましたか。どヮてしたか。

[ J 
3 みなさんが国の紹介をしまLたね。わかりやすくで予ましたか。 小学生(.;1喜んでくれまLたか。

[ ] 
4.子供たちと昔の遊びゃ「だるまさんが転んだ」などをLて遊びましたね。ど7でしたか。

[ ] 
5.日本の小学校や小学生の印象はどうでしたか。

[ J 
知うりゅうか、、

6.今後、このような学校ゃ地域での交流会があれば参加してみたいですか。主た、そよでどの

ようなことをしてみたいと思いますか。

[ 
7. その他、 感想や小学生へのメァセージなどがあれば書いてください。

( ¥ 
ご品$7;クム事クポずとチごと?い!:L足。
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資料3 小学生へのアンケート

堀之内小学校 3写生のみなさんヘ
勺向ヲが〈せ、、 よ柏崎司、、 、 。、ゐそう おL

*留学 生との交流会はどうでしたか。感想を教えてください。

"ゅ予が(ぜい め ま友 生 も

1.留学 生と会う前はどんな気持ちでしたか。

η<.吋:、 あん也、 i

2.みなさんが学校を察内してあげましたね。どづでしたか。

。
カたー

してとねた?
しまれてt

し
ふ

v-
仲
介

凶
紹の

に
国，、aq 

p生
刊
学

川
留3

f
l
i
l
-
-
L
 

りゅうが〈せい こうりゅうかい

4. またこのような留学生どの交流会をしたいて・すか。

( 
こん どこうりゅうかい つf

5. 今度交流会をするとしたら、次はどんなことをしてみたいですか。

( 
"~勺語、 ( 1士、 ι l~もん か

6 留学生のムんなにメァセージや質 問はありますか。あれば書 いてくださL、。

勺.。寸。、(，士、、 円 、 tすん li.tと B

館学生のみんな!ことってちとてちいい経験!となりました。本当にありがとうございました!
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